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オープンリサーチセンターの紹介
　　　オープンリサーチセンター　板谷徹丸・横田康広・西戸裕嗣

兵藤博信・赤司治夫・中川益生・蜷川清隆

*豊田新・北岡豪一・小林祥一・鳥居雅之

能美洋介・守田益宗・畠山唯達・山本勲
Keywords：年代測定、物質科学、地球惑星、歴史、オロゲン

　文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業（平成17年度～平成21年度）の指定を受け、発足して２年目を迎えるオープンリサーチセンターを紹介する。

１．はじめに

　地球を含めた地球型惑星の歴史を詳細に知ることは地球及び人類の未来予測を可能にすると考えられる。この、歴史を明らかにしようとする時、それぞれのイベントが「いつ」であったのかを決定することは、本質的に重要な意味を持つ。また、地球・惑星を構成する物質の物質科学はそれらの手法の原理を支える重要な科学である。本オープンリサーチセンターは、これらの歴史や情報が記録されている「微小領域」の分析をめざし、下記の年代測定手法を総合して、これらの課題に取り組んでいる。

２．研究対象と手法

　既に稼動している年代測定手法




K-Ar法




ＴＬ（熱ルミネッセンス）法


39Ar/40Ar法



放射性鉛法

ＥＳＲ（電子スピン共鳴）法

トリチウム法

　本推進事業の間に整備する年代測定手法


CHIME（U-Pb）法


Ｕ系列法


ＦＴ（フィッション・トラック）法
ＯＳＬ（光刺激ルミネッセンス）法


U/Th-He 法
３．開かれた研究体制をめざして

　オープンリサーチセンターは、開かれた研究体制を志向し、外部の研究機関や国際的プロジェクト（例えばＩＯＤＰ）と連携して研究を進めるほか、民間企業との研究協力も行っている。

　研究棟の１階を小・中・高校の総合学習に使用できるよう展示を整備する予定であるほか、一般の方を含めた公開講座、自然科学教室などにも取り組んでいる。また毎年１回国際シンポジウムを開催し国際的な年代測定研究拠点として活動している。
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